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１．目的

十勝岳泥流地帯において暗きょ管が短期間で閉塞する原因を解明し、暗きょ排水の機能

を長期間維持するための、暗きょ管閉塞の回避対策を確立する。

２．方法

)暗きょ管閉塞地域及び試験ほ場：上川支庁管内美瑛町美沢(転換畑)1
) 暗 き ょ 管 閉 塞 要 因 の 解 明：土壌断面、土壌理化学性、水質、閉塞物質成分2

(全含量鉱物同定微生物同定)等を調査, ,

)暗きょ管閉塞危険域の予測：泥炭層の有無と硫酸イオン含量から判断3
)暗きょ管閉塞回避対策試験：疎水材として複数のカルシウム系資材の検討。ロックウ4

ール、チップを用いた現地実証試験

３．成果の概要

)美瑛町美沢の暗きょ管は、施工後 年以内に閉塞した(図 )。この閉塞物質は、鉄とイ1 1 1
オウ含量が高い非晶質物質で(表 )、繊維状に集合した 属の鉄酸化細菌の代1 Gallionella

謝物(鉄バクテリア膜)であることが判明した。

)暗きょ管閉塞ほ場では泥流由来の酸性硫酸塩土壌が存在し、下層の泥炭層に硫化鉄類が2
集積していた。

)暗きょ管が短期間で閉塞する過程は、①泥流中のイオウが酸化され硫酸となり、鉄とと3
もに下層に流れ、②泥炭層で還元され硫化鉄類として集積していたものが、③暗きょの

施工で硫酸鉄に酸化され、暗きょ管に流れ込み、④鉄酸化細菌の働きによって鉄バクテ

リア膜として沈積した結果であると判断した(図 )。2

)美瑛町美沢の全域を対象に土壌の硫酸イオン含有量と泥炭の存在の調査を行い、①「硫4
酸イオン含有量が 以上の条件下で泥炭が存在」の閉塞危険域と②「硫酸イオン含0.2%
有量が 以上の条件下で泥炭が未確認」の準危険域に区分し、暗きょ管閉塞発生の0.2%
予測図を作成した(図 )。3

)チップを疎水材に使用した従来暗きょでは施工後 ヶ月でも鉄バクテリア膜が形成され5 6

暗きょ管の が閉塞した。これに対して、疎水材にロックウールを使用した場合には32%
(図 )、排水の が高まり鉄酸化細菌の繁殖を抑制するため、全く鉄バクテリア膜が4 pH
形成されなかった(表 )。2

)以上から、暗きょ管閉塞の原因は、暗きょ施工による酸化に伴い管内に鉄バクテリア膜6
が形成するためである。その回避対策としては、ロックウール疎水材の使用が有効であ

る。



図 暗きょ管の閉塞状況1

図 暗きょ管閉塞過程2



図 暗きょ管閉塞危険域の予測図3

図 ロックウールによる暗きょ管閉塞回避対策4

表 暗きょ管閉塞物質の成分1

表 暗きょ管内付着物質の成分と閉塞状況2

鉄酸化細菌

Fe2O3 SO3 SiO2 CaO 厚さ(mm) (%) 　の有無　

チップ単独 60.8 4.8 13.3 0.7 32 31.9 ＋
ロックウール併用 3.3 1.9 7.0 75.6 1 － －

閉塞物質の成分(%)
疎水材の種類

暗きょ管閉塞状況

暗 き ょ 排 水 管

粒 状 ロ ッ ク ウ ー ル
(排 水 の pHを 上 昇 さ せ る ･中 和 )

一 般 的 な 疎 水 材

下 層 土

表 土

Fe2O3 SO3 Al2O3 SiO2 P2O5 CaO

(%) (%) (%) (%) (%) (%)
赤褐色(柔らかい) 93.1 4.4 0.6 1.5 0.3 0.1

黒色(硬い) 89.4 7.9 0.6 1.6 0.5 0.1

閉塞物質色



４．成果の活用面と留意点

)本法は十勝岳泥流地帯及び同様な要因で暗きょ管が閉塞する地域に対して活用する。1

)上記の適用地の判定には、土壌断面調査及び下層土の硫酸イオン濃度(水野法)により総2
合的に判断する。

)本法の施工にあたっては、ロックウールの適切な投入や掘削土の中和、管内清掃用紐の3
付設に留意する。

５．残された問題点とその対応

)既存暗きょ管の効果的な閉塞回復対策1


